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 認知症高齢者の急増によるさまざまな問題は，わが国のみならず世界的にも公衆衛生

上の重要な課題として認識されている。近年，認知症研究で注目される嗅覚刺激訓練法

は高齢者の認知機能改善に有効であることが示されている。しかし，その効果を高める

最適条件や認知メカニズムは明らかにされていない。本研究では，嗅覚刺激訓練法時に

おける記憶想起に注目し，その認知メカニズムの解明を通して，認知・発達心理学理論

に新たな局面を開くとともに，認知症予防プログラムの開発を目指す。 
2022 年度は，嗅覚刺激訓練法における重要なアウトカムメジャーの 1 つである嗅覚同

定能力に注目し，記憶との関連性について基礎的な研究を行った。実験では，嗅覚同定

能力の個人差と加齢が嗅覚刺激による自伝的記憶の想起に及ぼす影響について検討した。

具体的には，若年者，高齢者を嗅覚同定能力検査である Open Essence(富士フイルム和

光純薬株式会社)に基づいて嗅覚同定能力の高い群と低い群に分けたあと,嗅覚刺激によ

る自伝的記憶の想起を求め,その記憶について鮮明度等の評定を求めた。実験の結果，若

年者では嗅覚同定能力高群が低群よりも鮮明な記憶を想起したが，高齢者ではその差が

確認されなかった。これらの知見をもとに，次年度では嗅覚刺激訓練法による嗅覚同定

能力への影響について実験を行う予定である。関連研究も含め，今年度の学会発表件数

は計 12 件であり，学術論文は計 7 編が審査の結果，採択された。 
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